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と
ん
ち
の
主
人
公
・
吉き

っ
ち
ょ
む

四
六

中
部
支
店　

武
田　

宏
揮

　

と
ん
ち
話
と
い
え
ば
皆
様
ご
存
じ
「
一
休
さ

ん
」
に
代
表
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全

国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
ん
ち
話
が
昔
話
・
民

話
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
江
戸
時
代
の
豊
後
国

野
津
院
（
現
在
の
大
分
県
臼
杵
市
野
津
地
区
）

で
名
字
帯
刀
も
許
さ
れ
る
ほ
ど
立
派
な
庄
屋

で
あ
っ
た
廣
田
吉
右
衛
門
（
初
代
）
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
「
吉き

っ

ち

ょ

む

四
六
さ
ん
」
で
す
。
こ
の

吉
四
六
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
元
々
の
本
人

の
話
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
地
域
の
色
々
な

伝
承
も
加
え
ら
れ
膨
ら
ん
だ
こ
と
で
二
百
以

上
に
も
な
る
と
い
わ
れ
、
県
民
に
深
く
根
付

い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
…

■
渡
し
舟
の
船
頭
を
し
て
い
た
吉
四
六
、
一
人

の
武
士
が
、
渡
し
賃
八
文
を
渋
り
「
六
文
に

ま
け
ろ
」
と
言
っ
て
譲
ら
な
い
。
そ
こ
で
吉

四
六
は
武
士
を
乗
せ
て
漕
ぎ
出
し
、
も
う
少

し
で
着
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
六
文
で
は
こ

こ
ま
で
で
す
」
と
宣
言
。
驚
い
た
武
士
が
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
降
り
ら
れ
る
か
」
と
言
う
の

で
、
吉
四
六
は
「
で
は
戻
り
ま
し
ょ
う
。
行

き
が
六
文
、
帰
り
が
六
文
の
十
二
文
に
な
り

ま
す
」
と
告
げ
る
と
、
武
士
も
降
参
し
て
八

文
を
支
払
っ
た
と
い
う
。

　

県
民
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
「
吉
四
六

さ
ん
」
。
そ
の
と
ん
ち
話
は
現
代
で
も
語
り
継

が
れ
、
舞
台
化
や
、
焼
酎
や
漬
物
の
銘
柄
に

も
な
る
ほ
ど
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　徳島小松島港は四国東部の紀伊水道

沿岸のほぼ中央に位置し、奈良時代の

古くから阿波三大要港として栄え、県内

のみならず大阪、神戸、和歌山など近

畿経済圏をつなぐ四国の要衝として発

展してきました。

　定期航路として徳島・和歌山間があ

るほか、平成８年以来東京・徳島・新

門司間の定期便が運航され、地域の発

展を担っています。

　同港を取り巻く環境は、本州四国連

絡橋や四国縦断自動車道の供用開始に

よって大きく変化しており、海外からの

大型貨物船や大型フェリーの寄港に対

応する埠頭の整備を進めているほか、

大規模地震発生時の緊急物資輸送拠点

として活用できることを目的として整備

を行っています。

　こうした戦略的拠点について、その

防災能力を向上すべく液状化時の盛土

変形の抑制対策を取ることとなり、埠

頭に接続する道路部分において岡三リ

ビックが提供する盛土・地盤補強用ジ

施　主：徳島県東部県土整備局

工事名：徳島小松島港（沖洲外地区）

　　　　舗装工事

業者名：有限会社丸廣工業建設

数　量：パラリンク５０Ｌ　４,２９０ｍ２

オシンセティック材「パラリンク」が採

用されました。

　パラリンクは、軟弱地盤の表層部分

や盛土内の底部に近い位置に敷設し、

盛土の安定を図ることができます。パラ

リンクを構成する縦帯は、強度の高い

ポリエステル繊維を並行かつ密に引き

揃えて芯材として用いており、その繊維

束をポリエチレンで被覆しています。

パラリンクは、その縦帯を等間隔に並

べ、面状補強材として地盤の中に敷設

することによって土構造物の安定に必

要な強度を発揮します。

埠頭の防災性向上へパラリンクを敷設 徳島
小松島港
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架
空
の
橋
を
架
橋

　

Ｅ
Ｕ
統
合
の
象
徴
・
ユ
ー

ロ
紙
幣
の
裏
側
に
は
、
ど
の

額
面
も
左
上
に
橋
の
絵
が
描

い
て
あ
る
。
こ
れ
は
通
貨

が
経
済
の
橋
渡
し
と
な
る
と

い
っ
た
意
味
合
い
で
、
五

ユ
ー
ロ
の
古
代
ロ
ー
マ
水
道

橋
か
ら
五
百
ユ
ー
ロ
の
斜
張

橋
へ
と
額
面
が
高
く
な
る
ほ
ど
現
代
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
橋
に
な
っ
て
い
る
が
、
加
盟
国
の

優
劣
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
い
ず
れ
も
実
際
に

は
な
い
架
空
の
場
所
の
絵
だ
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
橋
の
「
独
占
」
に
動
い
た

の
が
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
郊
外
の
小

さ
な
町
ス
パ
イ
ケ
ニ
ッ
セ
。
新
し
く
開
発
し

た
住
宅
街
区
の
運
河
に
散
策
の
楽
し
さ
を
加

え
る
た
め
、
地
元
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
遊
び
心
で
、

こ
の
ユ
ー
ロ
紙
幣
に
描
か
れ
た
七
種
類
の
橋

を
現
実
に
作
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　

設
計
に
あ
た
っ
て
は
デ
ザ
イ
ン
の
再
現
の

み
な
ら
ず
額
面
ご
と
の
基
調
色
の
違
い
も
考

慮
す
る
な
ど
「
紙
幣
あ
り
き
の
立
体
物
」
に

こ
だ
わ
っ
た
。
造
ら
れ
た
場
所
が
住
宅
街
の

小
さ
な
水
路
の
た
め
可
愛
ら
し
さ
が
あ
り
、

一
部
の
橋
な
ど
は
片
側
が
五
ユ
ー
ロ
、
反
対

側
か
ら
見
る
と
二
十
ユ
ー
ロ
と
い
う
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
姿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
含
め
、
あ

え
て
の
フ
ェ
イ
ク
感
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
計
画
実
行
に
あ
た
っ
て
は
一
応
、

欧
州
中
央
銀
行
に
打
診
し
了
解
を
得
て
い
る

と
い
う
。
紙
幣
と
し
て
使
え
な
い
な
ら
そ
っ

く
り
に
作
る
の
も
違
法
で
は
な
い
ら
し
い
。

　北海道の農業というと、広大な土

地を活かした酪農のイメージが強い

ですが、実は品目別産出額割合で米

は新潟につぎ全国２位、野菜は全国１
位（令和元年度統計）と農業全般で

大きな存在感を放っています。

　そんな農業立国・北海道の公共施

設は高度経済成長期以降に集中的に

整備されており、今後一斉に更新時

期を迎えようとしています。そのた

め社会情勢を踏まえながらインフラ

の長寿命化や機能の適正化といった

戦略的に維持管理・更新等に係るコ

ストを縮減・平準化することが急務

となっています。

　そこでこの取り組みに向けて、平

成２７年に道は所有全施設を対象とす

る「北海道インフラ長寿命化計画（行

動計画）」を策定しました。行動計画

では個別施設ごとに長寿命化計画を

策定し、これに沿った維持管理・更

新を進めることとしています。

　しかし実際には容易に更新が進め

られない施設もあり、例えば地面下

に埋設された管きょなどが相当しま

す。これを開削して改修することが

困難であることがひとつの課題と

なっています。

　こうしたニーズを汲んで生み出さ

る管路でも大規模な仮設を必要とせ

ずに施工できるため、たいへん経済

性に優れています。

　ＡＲＩＳライナー工法は充分な耐久

性を確保しつつ材厚を極力抑える

ことで既存流量を確保し、最大延長

５００ｍのシームレスでスムーズな管

きょとすることで既設管に生じてい

た損耗や漏水からくるロスを取り戻

すことができます。

れたのが、埋設された管きょの内部

にＣＩＰＰ（現場硬化管）を形成し非

開削で管路を更生することのできる

「ＡＲＩＳライナー工法」です。

　ＡＲＩＳライナー工法のＣＩＰＰはポ

リエステルフェルトとポリエチレンフィ

ルムの積層に熱硬化樹脂を含侵しガ

ラス繊維で補強。これを管きょ内へ水

圧を利用して反転しながら挿入した後、

温水又は温水シャワーリングにより熱

硬化樹脂を加熱・硬化させ

シームレスな更生管を形成

します。サイフォン部な

ど勾配のある管路や１.０
Ｍ
メガパスカル

Ｐａまでの高内圧がかか

施工見学会の様子

農業用水管路更生工法 ＡＲＩＳライナー工法

スマートで経済的に管更生ソリューションスマートで経済的に管更生ソリューション


